
イオンモール CSRの取り組み
ISO26000に対応する「5つの柱」をベースに、
社会的責任を果たしてまいります。

私たちの仕事は、ショッピングモールという
「まち」をつくり、その価値を高め続けていくこと。
そのためには、地域社会との確かな信頼関係づくり、
環境への配慮、安全性のさらなる向上などに対する
継続的な取り組みが必要です。

従って、当社では本来の企業活動とCSRが
密接に関わっており、あらゆる部署の従業員が
日常の業務を通して社会への責任を果たすことが
求められています。

このような考えから、当社では社会的責任に関する
初めての国際規格であるISO26000をふまえて、
5つの柱をベースにCSR活動を推し進めています。

1.組織統治　2.人権　3.労働慣行　4.環境　5.公正な事業慣行

6.消費者課題　7.コミュニティ参画および開発

ISO26000が定める7つの中核主題

CSR推進体制図

当社は2008年に日本政策投資銀行より「環境の取り組みが特に先進的」という

最高ランクの格付を2回連続で取得し、環境格付融資を受けました。

FTSE4Good指数シリーズとは、環境保全、ステークホルダーとの関係、

人権への配慮の3つの観点から企業を評価する世界的な社会的責任投資(SRI)指標のひとつです。

2013年3月の見直しで、9年連続で組み入れられました。

代表取締役社長

イオンモールCSR会議 リスク管理委員会

環境委員会 コンプライアンス委員会社会貢献委員会
・地域貢献活動　・募金活動
・ボランティア活動　・社会福祉活動

・植樹活動　・ISO14001推進
・地球温暖化防止

・コンプライアンス推進
・個人情報保護（プライバシーマーク認定）

・イオン行動規範　・J-SOX推進

すべての人が活き活きと働く職場の実現

地域から地球へ、環境保全の推進

健全で良好なパートナーシップの推進

不断の安全追求から生まれる安心の獲得

継続的な地域社会への貢献

組織統治、人権、労働慣行に関連

環境に関連

公正な事業慣行に関連

消費者課題に関連

コミュニティ参画および開発に関連
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